2016年6月10日～13日
憲法改正の問題点探るシンポ　研究者が都内で開催

共同通信2016/6/11 20:52
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全国憲法研究会が開いたシンポジウムであいさつする、早稲田大の長谷部恭男教授＝11日午後、東京都千代田区

　参院選を控え、安全保障関連法や憲法改正論議の問題点を考えようと、憲法学者でつくる全国憲法研究会が11日、東京都内でシンポジウムを開いた。代表を務める早稲田大の長谷部恭男教授は「憲法解釈の変更と安保法で、憲法9条の下で何ができて何ができないのかが不透明になった。最低限これをなくし元に戻す必要がある」と訴えた。

　研究者や市民ら100人以上が参加。安倍晋三首相の憲法意識を探ろうと国会の議事録を分析した上智大の高見勝利教授が講演し「首相の答弁からは立憲主義の核心である権力分立の原理が欠落している」と指摘。「改憲それ自体が目的になっている」と批判した。

「日米同盟理由に憲法破壊は許されない」　共産・志位氏
朝日新聞デジタル2016年6月11日22時38分
■志位和夫・共産党委員長
　安倍首相は「（安保法制を廃止すれば）日米の同盟の絆が壊れる」と言うが、わたしは日米同盟を理由に憲法を壊すことは許されないと言いたい。また、日本共産党としては日米安保条約は廃棄の立場だが、これを野党共闘に持ち込むことはやっていない。野党は安保法制を廃止するとの一点で共闘しているが、それをやることによって日米同盟が壊されるという脅しは理が通らない。（さいたま市大宮区のＪＲ大宮駅前で記者団に）
軍事と大学、縮まる距離　防衛省公募の技術に応募多数
朝日新聞デジタル安倍龍太郎2016年6月12日13時00分
　防衛装備品に応用可能な技術開発のため、基礎研究を委託、最大で年３千万円を拠出する――。防衛省が昨年度はじめたこの制度に、大学などの研究者が関心を寄せている。戦中に兵器開発に携わった反省を踏まえ、大学は軍事研究と距離を置いてきたが、研究費は先細り、両者の距離が縮まっている。
　防衛省が始めたのは「安全保障技術研究推進制度」。防衛装備品への応用を見据えた研究テーマを掲げ、大学や独立行政法人、企業らを対象に提案を募る。防衛装備庁が選定した上で、資金提供し研究を委託する。
　昨年度は、「マッハ５以上の極超音速飛行が可能なエンジン」「昆虫や小鳥サイズの小型飛行体」の実現につながる基礎技術などをテーマに募集。大学の研究者などから１０９件の応募があった。同省は９件の研究を採択し、３億円の予算を配分した。

防衛装備庁が募集した研究テーマの一例（２０１６年度）
産経新聞2016.6.12 15:56更新 
南スーダン陸自派遣、１０次隊に　安保法の「駆け付け警護」は見送り
　南スーダンで国連平和維持活動（ＰＫＯ）に参加する陸上自衛隊施設部隊は１２日、首都ジュバの宿営地で９次隊から１０次隊への交代式を行った。新たに活動する１０次隊は第７師団（北海道千歳市）を中心に約３５０人で構成される。
　武装集団に襲われた国連要員らを、武器を使って救出する「駆け付け警護」などの新任務の付与は見送られている。駆け付け警護は、３月施行の安全保障関連法で可能になった。ジュバ市内や国連施設のインフラ整備に従事する。
　１０次隊の隊長を務める中力修１等陸佐は「過去の部隊が築き上げた信頼と貢献の重さをひしひしと感じる。南スーダンの平和と安定に貢献できるよう任務にまい進したい」とコメントした。
　陸自は２０１２年から南スーダンＰＫＯに施設部隊を派遣。同国は１３年１２月に内戦状態に陥ったが、今年４月に大統領派と反政府勢力の双方が参加する移行政権が発足した。（共同）
舌戦・参院選（１１日）【１６参院選】
◇一騎打ちで白黒つける
　民進党・長妻昭代表代行（宇都宮市で街頭演説）　２００９年、１２年、１４年の過去３回の衆院選で自民党の得票が一番多かったのは、なんと自民党がぼろ負けした０９年。（過去２回は）得票は減ったけども議席は増えた。大きいのは野党がまとまらなかったこと。国民の皆さんが自民党の票を伸ばしたのではなく、野党がばらけたから今の政治を生み出した。今回、３２の一人区では一騎打ちの構造に持っていく。白黒つけようじゃないか。
◇首相は面の皮厚い？
　民進党・枝野幸男幹事長（京都府宇治市で街頭演説）　安倍晋三首相の各地での演説は、対案がないとの民進党の批判ばかりだ。われわれ民進党は（委員長提案も含め）６４本も先の通常国会に法案を提出しているが、審議に応じなかったのは安倍さんの方だ。面の皮が厚くないと総理大臣は長く務めることはできないのかと思う。
◇安倍氏の顔見なくて済む
　共産党・志位和夫委員長（さいたま市で街頭演説）　今回の選挙で与党とその補完勢力を少数に追い込めば、参院選であっても安倍政権は退陣だ。もうあの（安倍晋三首相の）顔を見なくても済む。（政権交代の）目標が目に見えるところまで近づいてきた。こんなにやりがいのある選挙はない。
◇民進にもれなく共産ついてくる
　安倍晋三首相（松山市の集会で演説）　この選挙、全国で民進党と共産党は協力をして、１人区は全て一人、候補者を選んだ。これは野党統一候補ではなく、共産党、民進党の統一候補と言った方がいい。民進党にはもれなく共産党がついてくると言ってもいい。こういう関係になっている。
◇共闘、野合ではない
　共産党・山下芳生副委員長（群馬県高崎市内で街頭演説）　安倍晋三首相は野党共闘が前進することに危機感を持っている。野合だ、許せないと言っている。しかし、野党は市民の声に応えて共闘している。市民の声に応えることが野合なはずがない。許せないと言うのなら、憲法を壊し、立憲主義を壊し、安保法制を強行した安倍政権こそ許せないのではないか。（時事通信2016/06/11-19:10）
舌戦・参院選（１２日）【１６参院選】
◇所属政党不明は不誠実
　自民党・茂木敏充選対委員長（山形市での会合であいさつ）　３２ある１人区の野党統一候補で、半分は所属（政党）も決まっていない無所属だ。当選したら民進党に行くのか、共産党に行くのか、無所属で通すのか。「選挙が終わってからお知らせします」では、いくら何でも有権者に不誠実だ。
◇「この道」継続は問題
　民進党・前原誠司元外相（福井県敦賀市で講演）　アベノミクスで、企業はもうかるが実質賃金が下がることによって、結果的には消費が落ち込んでいる。アベノミクスは、富を国民から企業に移転するものになっているのではないか。この道しかない、と続けられると大変大きな問題ではないか。
◇首相はひきょう者
　民進党・枝野幸男幹事長（さいたま市で講演）　憲法を変えようとすること自体は駄目じゃない。（安倍晋三首相が）ごまかして（改憲を）やろうとするひきょう者だから許せない。（首相は）堂々と「ここをこう変えたい。だから自民党を勝たせてください」と逃げ隠れしないで言え。首相のひきょう者さは参院選の争点だ。
◇野党は選挙後ばらばら
　公明党・山口那津男代表（広島市で街頭演説）　平和安全法制を廃止しよう、それだけで（野党が）一致されても国民は困るだろう。その先は、どういう安全保障を進めるのか。共産党と民進党は、まるで違うではないか。消費税はどうするのか。選挙が終わった後から、たちまちばらばらではないか。（時事通信2016/06/12-17:51）
参院選に向け 経済政策など論戦活発化
NHK6月12日 19時11分
参議院選挙の公示を来週２２日に控え、各党の論戦が活発化しています。日曜日のきょう、党首らは、全国各地で経済政策や憲法改正などを巡りそれぞれの主張を訴えました。
安倍総理大臣は、長野県飯田市で街頭演説し、消費税率の引き上げ再延期は、デフレからの脱却を確実にするためだとしたうえで、安倍内閣の経済政策・アベノミクスをさらに進め、力強い経済を実現する考えを示しました。
　この中で、安倍総理大臣は「参議院選挙の最大の争点は経済政策だ。決してアベノミクスは失敗していない。しかし、まだ道半ばだ。やるべき道はもっと強く前に進んでいくことだ」と述べました。そのうえで安倍総理大臣は「アベノミクスのギヤを１段も２段も上げ、エンジンをフル回転していく必要がある。そのために消費税の引き上げを２年半延期した。２０年も続いたデフレから脱却していくために必要だ」と述べました。そして、安倍総理大臣は「４年前の若い人がなかなか就職できない、会社が潰れていた、停滞していた時代に逆戻りさせてはならない。経済政策をさらに強力に前に進めて、日本を成長させてさらに国民を豊かにしていく」と述べました。
公明党の山口代表は広島県福山市で街頭演説し、消費税率の引き上げ再延期に理解を求めた上で、景気の回復を地方や中小企業なども実感できるよう、引き続き、アベノミクスを推進していく必要があるという考えを示しました。
　この中で、山口代表は、消費税率の引き上げ再延期について「経済の勢いがせっかく出てきたのに、消費税率を間違ったタイミングで引き上げると経済の勢いをそいでしまうこともありえる。引き上げを２年半延期して環境を整え、将来の社会保障や財政再建、それにデフレからの脱却を成功させようというのが与党の取り組みだ」と述べました。そのうえで、山口氏は「国の税収が３年余り前と比べると２１兆円増えるなど、アベノミクスは結果を出してきたが、まだ、その実感が自分のところに来ていないという人も大勢いる。この実感を、地方や中小・小規模企業、家計や個人に広げることがこれからの目標だ」と述べました。
民進党の枝野幹事長は、さいたま市で講演し、参議院選挙で、自民・公明両党などが、非改選も含めて３分の２以上の議席を確保すれば、「憲法改正の発議を必ずする」と指摘し、安倍政権の下の憲法改正阻止を主要な争点に据えていく考えを示しました。
　この中で、枝野幹事長は「安倍総理大臣は前回の参議院選挙で『経済だけが争点だ』と言っていたが、選挙のあとに特定秘密保護法を数の力で押し切った。おととしの衆議院選挙では、『アベノミクスを国民に問う』と言って、その後安全保障関連法も数の力で押し切った」と述べました。そのうえで枝野氏は「安倍総理大臣は、選挙が近づいて憲法改正を触れなくなったが、与党などで３分の２以上の議席を取ったら憲法改正の発議を必ずすると思う。『憲法を変えたいので、自民党を勝たせてください』と堂々と言うべきで、逃げ隠れするべきでない」と述べました。
共産党の志位委員長は、神戸市で街頭演説し、消費税率の引き上げ再延期はアベノミクスの失敗を示すものだとしたうえで、参議院選挙では、全国で３２ある「１人区」のすべてで、野党４党の統一候補が勝利することを目指す考えを示しました。
　この中で、志位委員長は消費税率の引き上げ再延期に関連して、「アベノミクスの失敗を示すものだ。安倍総理大臣は、『アベノミクスのエンジンをもっと吹かす』と言っているが欠陥車のエンジンを吹かせば日本経済は文字どおり、火の車になってしまう。アベノミクスという欠陥車をリコールすべきだ」と述べました。その上で、志位氏は、参議院選挙について、「野党４党の統一候補が実現した全国３２の『１人区』のすべてで、勝利を勝ち取るとともに、比例代表などでは野党は競い合いながら、自民・公明両党とその補完勢力を少数に追い込む」と述べました。
民進 岡田代表「アベノミクスはすでに壊れている」と批判
NHK6月11日 17時44分
民進党の岡田代表は滋賀県草津市で街頭演説し、消費税率引き上げの再延期に関連して、アベノミクスはすでに壊れていると強く批判したうえで、経済成長とともに分配を重視する経済政策に転換すべきだという考えを強調しました。
この中で、民進党の岡田代表は消費税率引き上げの再延期を巡って、「安倍総理大臣は国民に説明する気があるなら、国会で堂々と説明すればいいのに逃げ隠れしている。アベノミクスはすでに壊れていて、さらにエンジンを吹かしたら空中分解する。謙虚に、みずからの政策の間違いを認めるべきだ」と述べ、安倍政権の経済政策を強く批判しました。
　そのうえで、岡田氏は「人に対して投資をしていくことによって、将来、安心感が出れば消費が増える。経済政策は成長と分配が重要だ。成長も大事だが、しっかりとした分配が必要だ」と述べ、経済成長とともに、分配を重視する経済政策に転換すべきだという考えを強調しました。
首相 参院選１人区 野党４党候補者一本化は「野合」と批判
NHK6月11日 17時44分
安倍総理大臣は松山市で街頭演説し、民進党や共産党など野党４党が参議院選挙の１人区で候補者を一本化したことについて、「政策の違いを横に置いた野合だ」と強く批判しました。
この中で、安倍総理大臣は、民進党や共産党など野党４党が今月２２日に公示される参議院選挙で、全国に３２ある１人区のすべてで候補者を一本化したことについて、「野党統一候補といっても、共産党と民進党の統一候補にほかならない。共産党と民進党が多くの政策の違いを横に置いて一緒になった。普通、これを常識では野合と言う」と述べ、強く批判しました。
　また、安倍総理大臣は参議院選挙の最大の争点は経済政策だとしたうえで、「野党は統一した経済政策がないから批判ばかりだ。アベノミクスは、まだ道半ばだが、やめてしまえば４年前に逆戻りしてしまう。私たちはアベノミクスのギアを１段、２段上げ、エンジンを最大限に回していく」と述べました。
　さらに、安倍総理大臣は去年成立した安全保障関連法について、「民進党は共産党と一緒になって廃止しようとしている。廃止すれば日本を守ってきた平和を維持してきた日米同盟は根底から覆される」と述べました。
安倍首相が講演　「民進党にもれなく共産党がついてくる」
フジテレビ系（FNN） 6月11日(土)19時14分配信
「民進党には、もれなく共産党がついてくる」と述べ、野党共闘を皮肉った。
安倍首相は「野党統一候補というものではなくて、共産党、民進党の統一候補。民進党には、もれなく共産党がついてくる」と述べた。
安倍首相は11日、愛媛・松山市で講演し、アメリカのオバマ大統領の広島訪問や、北朝鮮の弾道ミサイル発射への対処などにふれ、「助け合う同盟は絆を強くした。日本の安全は、より確かなものとなった」と強調した。
そのうえで、自衛隊解散を訴える共産党とともに、民進党が安全保障法制の廃止を訴えているとして、「日米同盟を根幹から揺るがし、絆と信頼を断ち切る」と述べ、民進、共産勢力に、力を与えないよう呼びかけた。
産経新聞2016.6.12 19:00更新 
【酒井充の野党ウオッチ】民進党がどんどん共産党に蝕まれている…岡田代表、ホントにこれでいいんですか？
　民進党の“共産党化”が止まらない。その象徴的な場面が通常国会閉会日の６月１日昼、国会内で開かれた共産党議員団総会で見られた。志位和夫委員長ら国会議員３２人全員が勢ぞろいした総会で、参院選（６月２２日公示、７月１０日投開票）の比例代表で改選を迎える田村智子副委員長が、こう決意を語った。
　「きょう午前中、参院の委員会や本会議が終わったときに、（改選１人区で）野党統一候補となった民進党の現職議員何人かと固く握手を交わしました。『必ず戻ってこようね』とお互いに握手しましたが、同時に思わず私、口に出てしまったのが、『勝たせますから！』という言葉でした」
　民進党の候補者は共産党が勝たせるのだそうだ。
　随分と高飛車な物言いに聞こえるが、田村氏は「こんなふうに他党の議員の方と儀礼的ではない、ある意味、同志的な握手を交わして選挙を迎えられるのは、本当に劇的な情勢の変化を感じます」と続けたのだから、本音なのだろう。
　民進党と共産党の議員は同志なのだそうだ。
　そういえば、民進党の安住淳国対委員長も４月に共産党の新役員の表敬訪問を受けた際、共産党の幹部に「身内みたいなもんだから」と親しげに語っていた。
　ことほどさように、「民共一体化」は当事者も認めるところとなっている。それなのに民進党の岡田克也代表は繰り返し「共産党と政権をともにすることはない」と明言している。選挙協力は進めるが、政権はともにしない－。有権者にとって、こんなに分かりづらいことはない。
　民進党と共産党は政権への道筋さえ一致していないのに選挙で共闘するのだそうだ。
　「選挙に勝つことだけが目的だ」といった「野合」批判もなんのその。民進、共産両党に社民、生活両党を加えた野党４党は参院選で、全国に３２ある１人区すべてで候補者を一本化した。ちなみに志位氏は候補者の一本化を「野党統一候補」と表現しているが、民進党は「選挙協力」という言葉さえ忌避している。選挙協力でなければ何なのか。これもまた、有権者には分かりづらい詭弁でしかない。
　３２の１人区の野党統一候補の内訳は、民進党１５人、共産党１人、無所属１６人となっている。共産党唯一の候補が統一候補として出馬するのが香川選挙区だ。
　自民党の大平正芳元首相を輩出した香川県は保守系が強いイメージがあるが、民進党の衆院議員も２人いる。香川１区を地盤とする小川淳也氏（比例四国）と、２区選出の玉木雄一郎氏だ。自民党の同県選出衆院議員は３人なので、決して引けをとっていない。
　民進党は４月に党所属県議の擁立を決めて発表し、党本部も推薦を決定した。だが、民進党や無所属の統一候補が他の１人区で次々と決まり、候補を取り下げていた共産党が香川に白羽の矢を立てた。最低でも１つは共産党公認の統一候補の選挙区がほしかったからだ。
　香川県では過去に共産党の国会議員が１人も当選したことがない。共産党の強い地盤がある京都府などならともかく、「共産党不毛の地」と言っていい香川で共産党の統一候補が誕生するのは、不自然でもある。要は、共産党との選挙協力を進めたい民進党執行部の“犠牲”になったのだ。
　玉木氏は推薦を決めていた県議の出馬取り下げが明らかになった５月２０日、ツイッターで「香川県の有権者の皆様に選択肢を提示できず心からお詫び申し上げます。なお『一本化』と報じられていますが、共産党候補を推薦するようなことはありません」と釈明した。共産党が野党協力のために候補取り下げを決めた２月ごろに民進党系の自前候補を用意していれば、このような事態には至らなかったはずだ。今となっては、ただの言い訳にしか聞こえない。
　一方、野党統一候補となった他の１人区の民進党候補は今後、共産党の熱烈な支援を受けることになる。従って、民進党は共産党と敵対することができなくなった。
　民進党の妥協や譲歩は選挙の協力だけではない。岡田氏は５月１８日の党首討論で、憲法改正案を示すよう求めた安倍晋三首相に対し「憲法９条は当面変える必要はない。だから案はない」と言い切った。共産党と全く同じ主張だった。
　憲法改正の議論さえ封じるとは国会議員としてあるまじき態度だが、民進党内には憲法改正論者もいる。例えば、前原誠司元外相は自衛隊の存在を明記する９条改正に賛成の立場をとる。もっとも、その前原氏も４月の衆院北海道５区補選で、かつて「シロアリ」と批判した共産党の小池晃書記局長らとともに街頭演説を行った。共産党は着実に民進党に浸透している。
　保守系の長島昭久衆院議員は５月１６日のフェイスブックに「じわじわと民共の選挙協力の話がなし崩し的に深まり、いよいよ出処進退の正念場を迎える」と記した。正念場がいつなのか不明だが、ますます民共の選挙協力が進んでいる中でも、長島氏が出処進退をはっきりさせる気配はない。
　彼らは外に向かっては威勢のいいことをいうが、結局、共産党との一体化を進める民進党幹部にはモノがいえないようだ。
　岡田氏が「共産党と政権をともにしない」と強調しても、それとは裏腹に民共一体化に突き進んでいる。岡田氏は５月１９日、安全保障関連法を「戦争法」と呼んで廃止を求める市民団体が国会内で開いた会合に志位氏らと出席し、１２００万超とされる廃止を求める署名を受け取った。
　岡田氏は「戦争法」と呼ぶことを避けるが、あいさつでは「本当に多くの皆さんにご理解をいただき、これだけたくさんの署名を集めていただいて心から感謝を申し上げる」と最大限の謝辞を述べた。ついに「戦争法」の呼称を認めたようだ。
　署名は、安保関連法を「戦争法」と決め付けて廃止を求める市民団体「総がかり行動実行委員会」が中心になり、昨年１１月から２０００万を目標に賛同を募っていた。岡田氏が「皆さんからいただいた力を糧にして、参院選で力を合わせてがんばっていきたい」と述べ、共産、社民、生活各党とともに勝利に向けた決意を表明すると、大きな拍手を受けた。
　岡田氏からマイクを受け取った志位氏も、民進党公認候補に一本化した選挙区も含む１人区について「自分たちの候補と同じように勝つために必要なことは何でもやるという構えでがんばり抜きたい」と応じ、相思相愛ぶりを示した。
民共一体化は進むばかりだが、民進党のみならず、なぜか共産党もその指摘に反発している。志位氏は、安倍晋三首相が「民共の一体化」を指摘した１日の記者会見の後、党本部で記者団にこう語った。
　「私たちは太いところで、大きな理念で一致している」
　志位氏は、一致している「大きな理念」の具体例として、「戦争法」の廃止と「立憲主義の回復」を挙げた。志位氏によれば、「立憲主義の問題は、あれこれの政策以前の国の土台にあたる部分」だという。
　だが、民進、共産両党は本当に「大きな理念」を共有しているのだろうか。共産党は党綱領で日米安保条約の廃棄や自衛隊の解消を明記している。皇室制度も本来は廃止を目指している。なにより革命政党の看板を降ろしていない。だから岡田氏は「政権をともにすることはない」と強調しているのだが、大きな理念とはこういうことを指すのが普通だ。
　志位氏は記者団に対し、参院選で共闘する野党４党が目指すべき共通政策として、アベノミクス、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）、沖縄の米軍基地問題、憲法改正を挙げた。共産党にとってみればいずれも反対だが、民進党は本当に反対なのか。「アベノミクスは失敗した」との主張は一致しているが、ＴＰＰの交渉参加検討も米軍普天間飛行場の移設も旧民主党政権で決めたことだ。
　首相が表明した来年４月の消費税１０％引き上げの再延期に関しても、両党は見解を異にしている。共産党が「増税中止」を求めているのに対し、民進党は平成３１年４月までの２年「延期」を主張している。来年４月の増税反対では一致しているが、「中止」と「延期」では意味合いが全く異なる。税制の根本で一致していないのに選挙協力を進めることは、有権者に混乱を招くことになりかねない。
　今からでも遅くない。「大きな理念」を共有して本当に安倍政権打倒を目指すならば、候補者の一本化などという生ぬるいことを言っている場合ではない。民進党と共産党は真剣に合流を検討し、岡田氏の持論でもある「政権交代可能な二大政党制」の一翼を目指せばいい。その方が有権者にとっても分かりやすい。今さら何の遠慮があるというのだろうか。
野党あまりに無責任＝菅官房長官
　菅義偉官房長官は１２日、秋田県湯沢市内で講演し、参院選で共闘する民進、共産両党などに対し、「あまりにも無責任だ。（安倍政権の掲げる政策を）否定するなら、経済については数値を根拠に行うべきだ。安全保障政策は具体的な対案を出すべきだ」と批判した。　
　菅氏は秋田市内でも講演し、消費税増税を再延期したことに関し、「社会保障の政策は当然、全てはできなくなる。民進党のように、赤字国債を発行して全部やるなんてことはしない」と説明した。保育、介護などを優先実施することに理解を求めた発言だ。（2016/06/12-17:17）
産経新聞2016.6.12 19:06更新 
【２０１６参院選】菅官房長官「野党共闘の中核は共産」　故郷で自民への支援訴え

自民党の参院選立候補予定者総決起大会で講演する菅義偉官房長官＝１２日、秋田市中通の秋田キャッスルホテル（渡辺浩撮影） 
　菅義偉官房長官は１２日、出身地の秋田県に入り、秋田市で開かれた自民党の参院選立候補予定者の総決起大会で講演した。「野党共闘の中核をなす共産党は綱領で、日米安保条約は破棄、自衛隊は解散とうたっている」と述べ、共産党の呼びかけで共闘する民進党などを改めて批判した。
　菅氏は熊本地震や、中国軍艦が尖閣諸島（沖縄県石垣市）の接続水域に入った事態に触れ、「自衛隊を解散しろという野党の候補者に大事な秋田県の選挙区を渡すわけにはいかない」と支援を訴えた。
　野党共闘が廃止を目指す安全保障関連法について「北朝鮮のミサイルが（平成２１年に）この秋田上空を通過した。秋田沖で米海軍と海上自衛隊のイージス艦が日本を守るために迎撃態勢をとっていて、米艦が攻撃されたのに日本が助けなかったら、その時点で日米同盟の信頼関係がなくなる」と述べた。
民進、「３分の２阻止」前面＝事実上の勝敗ラインに【１６参院選】
　民進党が７月の参院選で、与党や憲法改正に前向きな一部野党を含む改憲勢力による「３分の２阻止」を前面に押し出している。岡田克也代表は、これ以外に具体的な獲得議席目標に触れておらず、「３分の２阻止」が同党の事実上の勝敗ラインとなりつつある。
　岡田氏は１１日、滋賀県草津市で街頭演説し、「安倍晋三首相が狙っているのは憲法９条改正だ。３分の２を超えると必ずやってくる」と改めて改憲阻止を訴えた。
　「まず、２／３をとらせないこと」－。民進党が９日に発表した参院選ポスターは、改憲発議に必要な議席数である「２／３」を大書した独特のデザインだ。これに関し、岡田氏は記者会見で「非改憲勢力で３分の１を確保することが目標か」と問われると、「目標を言うつもりはない。これは勝敗ラインではない」と語気を強めた。
　旧民主党は３年前の参院選で、改選を迎えた４４議席を１７議席まで減らす惨敗を喫している。民進党に衣替えした後も支持率は伸び悩んでおり、改選４６議席の維持は容易でない。岡田氏が予防線を張るのはこのためだ。
　自民、公明におおさか維新の会、日本のこころを大切にする党を加えた４党の非改選議席は８４。今回の選挙で７８議席を獲得すれば３分の２のライン（１６２議席）に達する。逆に民進、共産、社民、生活の野党４党が、これを阻止するのに必要な議席は４４。野党４党が改選５３議席を九つ減らしても達成できる。
　仮に民進党が大きく議席を減らしても、他党の伸長によって３分の２を阻止する可能性がある。加えて、岡田氏ら執行部は首相が掲げた「与党で改選議席の過半数」を阻止するかどうかも明確にしておらず、自民党は「戦う気があるのか」（稲田朋美政調会長）と挑発している。（時事通信2016/06/11-17:19）
参院選遊説で改憲封印＝争点化回避、野党は警戒－安倍首相【１６参院選】
　７月の参院選に向け全国遊説を続ける安倍晋三首相。自らの経済政策アベノミクスの成果を訴える声が熱を帯びる。一方、これまでの街頭演説では、先の通常国会で意欲を示した憲法改正については触れておらず、争点化を避ける狙いも透けて見える。これまでの国会答弁などと遊説での発言を比べながら、首相の選挙戦略を探る。
　「憲法改正をしっかり訴え、その中で国民的議論を深めていきたい」。通常国会が召集された１月４日。首相は年頭の記者会見で、参院選への対応を語る中でこう明言していた。
　同１０日のＮＨＫ番組では、「改憲を考えている責任感の強い人たちと３分の２を構成したい」とトーンを上げ、改憲の発議に必要な衆参勢力の３分の２の確保を目指す考えを表明。さらに、３月２日の参院予算委員会では、改憲を「在任中に成し遂げたい」と踏み込んだ。
　しかし、今月２２日公示の参院選に向けて３日からスタートした全国遊説で首相は、経済政策や安全保障政策、野党共闘への「野合」批判などに時間を割くものの、憲法改正については取り上げていない。１１日に松山市で行った遊説でも一言も触れなかった。
　自民党内では、首相が改憲に前のめりな姿勢を見せれば有権者の批判を招きかねないとの懸念がある。加えて、民進党や共産党が「首相による改憲阻止」を前面に出していることも関係している。首相側近は「参院選で大上段に構える必要はない」と語っており、野党側の土俵には乗らない意向のようだ。　
　こうした首相の姿勢に、民進党など野党側は不信感を強めている。安倍政権が野党を押し切る形で成立させた特定秘密保護法や安全保障関連法は、その前の国政選挙では大きな争点とはなっていなかったためだ。
　民進党の岡田克也代表は１０日のインタビューで、参院選について「隠れた最大の争点は憲法改正だ」と断言。「９条を改正し、憲法の平和主義を根底から変えてしまう。これが首相が目指しているところだ」として、与党などによる改憲勢力の形成を阻止する考えを強調した。（時事通信2016/06/11-16:11）
産経新聞2016.6.11 23:42更新 
【２０１６参院選】公示まで１０日　与野党党首、遊説で全国行脚　首相は１人区、民進・岡田代表は複数区を重点に

参院選に向けて街頭演説する安倍晋三首相＝松山市 
　夏の参院選（２２日公示、７月１０日投開票）を前に、与野党幹部の全国行脚が活発化している。１日の国会閉会以降、安倍晋三首相（自民党総裁）は８県、民進党の岡田克也代表は７道府県を訪問。１１日も首相は愛媛県、岡田氏は滋賀県を訪れ街頭演説を行うなど、公示まで１０日間と迫り、舌戦は熱を帯びてきた。
　　　　　◇
　「参院選の最大の争点は経済政策だ。民進党は共産党とどんな経済政策を作ろうとしているのか。おそらく何も出てこない」
　安倍首相は１１日、松山市内の街頭演説で、首相の経済政策アベノミクスを「失敗だ」と批判を繰り返す野党側をこう牽制（けんせい）した。
　首相は今回の参院選を「自公連立政権」対「民共勢力」の戦いと位置付け、公務の合間を縫って３日に福島県、８日に山梨県、９日に山形県、１０日に奈良、三重両県、１１日に愛媛県で街頭演説に立ち、今後も１２、１３両日に長野、大分両県を訪問する予定だ。首相は４日も大分、熊本両県を訪れたが、熊本地震の復旧状況の視察が目的で、街頭演説はしなかった。
　これら各県はいずれも改選１人の「１人区」だ。平成２５年の前回参院選で自民党は１人区で圧勝したが、今回は民進、共産両党などが野党統一候補を擁立し、自民党内では激戦になる選挙区が多いとの見方が強い。首相は民共勢力を「多くの政策の違いを横に置いて一緒になった野合だ」と批判、３２の１人区に重点的に入り、てこ入れを図る。
　公明党の山口那津男代表は公認候補を擁立する７選挙区はもちろん、６人を擁立している比例代表でも票の上積みを目指して全国を飛び回る予定だ。５日に愛知で演説に立ち、９日には兵庫県内の党会合で支持を呼びかけた。１２日には広島入りし、街頭で演説する。
　山口氏は９日の記者会見で「アベノミクスの成果を生かし、成長と分配の好循環を進める」と強調。演説でも連立政権の継続の重要性や実績を訴え、従来の支持層に加えて今回から選挙権を得る１８歳以上の若者らへの浸透を図る。
　　　　　◇
　野党側では、民進党の岡田克也代表がこれまで、北海道や千葉など公認候補を２人擁立した選挙区を軸に回ってきた。１人区は野党共闘を優先し、民進党候補は１５人にとどまった。改選複数区での議席獲得が党勢の行方を握るだけに熱が入る。同党はこれらの選挙区に他の幹部も投入。現職２人が改選の千葉は地元の野田佳彦前首相のほか、山尾志桜里政調会長が入り、１２日は蓮舫代表代行が訪れる。
　ただ、岡田氏は今後、同党の公認候補が野党統一候補となった１人区も訪れ、テコ入れを図る。１１日は１人区の滋賀県内で街頭演説を行い、「アベノミクスはすでに壊れている。自らの政策の間違いを認めるべきだ」と首相を批判した。
　枝野幸男幹事長は福井、石川など、無所属を野党統一候補とした選挙区を中心に訪問。安住淳国対委員長は共産党の志位和夫委員長、生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表とともに８日に新潟で遊説した。安住氏は１６日に１人区で唯一、共産党候補が出馬する香川で志位、小沢両氏と再び演説する予定だ。
　共産党は志位氏が北海道や京都、神奈川などの他の野党と競合する改選複数区を重点的に回ってきた。１１日も埼玉選挙区の候補とともにさいたま市で街頭演説を行い、「共産党の躍進を必ず勝ち取る」と訴えた。「野党共闘の勝利」も目標に定める志位氏は今後、１人区の他党候補の応援も精力的に行う方針だ。
　また、岡田、志位、小沢各氏に社民党の吉田忠智党首を加えた野党４党首が１９日に東京で合同演説を行う日程が固まり、共闘をアピールする。
　おおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は１１日、東京・有楽町で街頭演説を行った。松井氏の東京での演説は初めて。「大阪でやった改革を永田町でもやりたい」と、「国政政党」としての支持を訴えた。
首相、野党の１人区協力「常識では野合だ」 
日経新聞2016/6/11 19:56


松山市内で集まった人たちと握手する安倍首相（11日）
　安倍晋三首相は11日、松山市内で街頭演説し、参院選で民進、共産両党が１人区などで協力を進めていることに関して「多くの政策の違いを横に置いて一緒になった。常識では野合だ」と批判した。共産党が自衛隊の段階的解消を掲げているとしたうえで「民進党にはもれなく共産党が付いてくる」と強調した。
　野党には「統一した経済政策がない」とも批判。アベノミクスの実績を強調したうえで「道半ばだ。実感できていない人が多くいる」と語り、政策推進に理解を求めた。
　民進党の岡田克也代表は滋賀県草津市内で街頭演説し「アベノミクスは壊れており、そのアクセルを踏めば空中分解する。謙虚に自らの誤りを認めるべきだ」と批判した。
首相 参院選１人区 野党４党候補者一本化は「野合」と批判
NHK6月11日 17時44分
安倍総理大臣は松山市で街頭演説し、民進党や共産党など野党４党が参議院選挙の１人区で候補者を一本化したことについて、「政策の違いを横に置いた野合だ」と強く批判しました。
この中で、安倍総理大臣は、民進党や共産党など野党４党が今月２２日に公示される参議院選挙で、全国に３２ある１人区のすべてで候補者を一本化したことについて、「野党統一候補といっても、共産党と民進党の統一候補にほかならない。共産党と民進党が多くの政策の違いを横に置いて一緒になった。普通、これを常識では野合と言う」と述べ、強く批判しました。
　また、安倍総理大臣は参議院選挙の最大の争点は経済政策だとしたうえで、「野党は統一した経済政策がないから批判ばかりだ。アベノミクスは、まだ道半ばだが、やめてしまえば４年前に逆戻りしてしまう。私たちはアベノミクスのギアを１段、２段上げ、エンジンを最大限に回していく」と述べました。
　さらに、安倍総理大臣は去年成立した安全保障関連法について、「民進党は共産党と一緒になって廃止しようとしている。廃止すれば日本を守ってきた平和を維持してきた日米同盟は根底から覆される」と述べました。
安倍政権とは改憲議論せず＝民進代表
　民進党の岡田克也代表は１１日、憲法改正に向けた議論について、「安倍晋三首相の憲法についての考え方は基本的に誤っているので、そういう人と議論しても良い結果にはならない」と述べ、安倍政権が続く限りは応じない考えを重ねて示した。滋賀県草津市で記者団の質問に答えた。
　岡田氏は「自民党にも良識が残っていると思うので、首相が代われば信頼関係に基づいて議論は可能だ」とも指摘。憲法９条に関しては、堅持する考えを強調した。（2016/06/11-17:58）
「安倍さんは逃げ隠れ総理」　民進・岡田代表
朝日新聞デジタル2016年6月11日21時47分
■岡田克也・民進党代表
　（安倍晋三首相は）国会が終わったときに、記者会見で消費税の引き上げ延期を打ち出した。国会ではリーマン・ショックのようなことがない限りは、予定通りやりますと言い続けて、突然翻した。国会で議論する機会がないことを見越してやった。わたくしはこれは、非常にずるいと思いますね。
　そして演説で、（民進党に任せたら）日米安保が瓦解（がかい）するような、そういうことも言っていますね。遠くからほえているような感じですけれども、わたくしはそういうのを見ていて、本当に逃げ隠れ総理じゃないかと言うふうに思います。
　やるなら国会の場で堂々と言えばいい。反論される恐れのないところで過激なことを言っている。総理として非常に恥ずかしい。（１１日、滋賀県草津市で記者団に）
民進 岡田代表「アベノミクスはすでに壊れている」と批判
NHK6月11日 17時44分
民進党の岡田代表は滋賀県草津市で街頭演説し、消費税率引き上げの再延期に関連して、アベノミクスはすでに壊れていると強く批判したうえで、経済成長とともに分配を重視する経済政策に転換すべきだという考えを強調しました。
この中で、民進党の岡田代表は消費税率引き上げの再延期を巡って、「安倍総理大臣は国民に説明する気があるなら、国会で堂々と説明すればいいのに逃げ隠れしている。アベノミクスはすでに壊れていて、さらにエンジンを吹かしたら空中分解する。謙虚に、みずからの政策の間違いを認めるべきだ」と述べ、安倍政権の経済政策を強く批判しました。
　そのうえで、岡田氏は「人に対して投資をしていくことによって、将来、安心感が出れば消費が増える。経済政策は成長と分配が重要だ。成長も大事だが、しっかりとした分配が必要だ」と述べ、経済成長とともに、分配を重視する経済政策に転換すべきだという考えを強調しました。
国会が下請け機関化「バカにされている」　民進・細野氏
朝日新聞デジタル2016年6月12日00時52分
■細野豪志・民進党衆院議員
　６カ月間国会をやって、安倍総理はただの一度も、消費増税を先延ばしするという説明をしていない。ところがサミットで突然、「リーマン・ショック前の状況と似ている」と言い出して、そのまま国会は終わってしまった。
　今や、我々が席を置いている国会は、安倍総理の下請け機関のようになってしまった。我々国会議員は、そういう意味ではずいぶんバカにされている。
　ただ、国会議員がバカにされているのは、私たちがバカにされているというだけの問題ではない。国民がバカにされているということなんです。
　ですから、今必要なのは政府がさらにアクセルをふかせる状況をつくることではない。国会を機能させ、（政権が）おかしなことをやろうとしたときはしっかりとブレーキを踏む。そういう国会を作らなければならない。（東京都世田谷区での講演で）
自民、野党は目標議席明示を＝民進「次で自公過半数割れ」【１６参院選】
　７月の参院選に向け、与野党の選挙対策責任者が１２日のＮＨＫ番組で討論した。自民党の茂木敏充選対委員長が、野党側に獲得議席目標を明示するよう求めたのに対し、民進党の玄葉光一郎選対委員長は「３年後（の参院選）で自公過半数割れを起こせるような、踏み台になるような議席を取りたい」と述べるにとどめた。
　茂木氏は、与党が改選議席の過半数（６１議席）という勝敗ラインを示していることを踏まえ、民進、共産両党に対し「民共も６１（を目指す）と言っていただけたら、どちらが勝ったか、はっきりしてくる」と要請。「安倍晋三首相が国民の信を問う選挙だという観点から高い目標を掲げた。６１議席を獲得し、しっかりアベノミクスを前に進めていきたい」と強調した。
　公明党の斉藤鉄夫選対委員長は「保守中道路線を選ぶのか、それとも社会主義、共産主義革命を目指す勢力が日本の政治の中心になっていくのか。日本のこれからの針路を問う選挙だ」と参院選を位置付けた。
　玄葉氏は目標議席に関し、「（旧民主党は）前回負けすぎた。残念ながら一気に（野党で）過半数（を目指す）という現状ではない」との認識を示した。一方、共産党の小池晃書記局長は「野党が協力して自民、公明と補完勢力を少数に追い込む。これが野党の共通の目標だ」と指摘した。
　これに対し、おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長は「選挙のための野合、談合、もたれ合い、国民に対する裏切り行為だ。ばらばらの政策を持ち寄って、ばらずしのような選挙協力だ」と野党共闘を批判した。　（時事通信2016/06/12-15:00）
参院選の議席目標「与党で改選過半数の61」　自民・茂木氏 
日経新聞2016/6/12 12:10
　与野党各党の幹部は12日午前のＮＨＫ番組で、22日公示―７月10日投開票の参院選に向けて論戦を展開した。
　自民党の茂木敏充選挙対策委員長は獲得議席の目標について「国民の信を問う観点から、与党で改選過半数の61だ」と強調した。民進党の玄葉光一郎選対委員長は具体的な議席数を示さず「（次の参院選がある）３年後に自公の過半数割れを起こせるような踏み台になる議席をとりたい」と述べた。
　一方、共産党の小池晃書記局長は「自公とその補完勢力を少数に追い込むのが野党の共通目標だ」と指摘し、野党による改選過半数の獲得に意欲をみせた。民進、共産、社民、生活の野党４党は32ある定数１の「１人区」に野党統一候補を擁立している。
　茂木氏は野党の候補者一本化に関して「国民からみて選挙目当てだと受け止められても仕方ない」と批判した。玄葉氏は「巨大与党に対する一つの政治の技術として有効だ」と反論。社民党の又市征治幹事長は「国民が多く求めている問題については一致している」と同調した。
　参院選での憲法改正の位置づけについて、公明党の斉藤鉄夫選対委員長は「争点ではない。国会で案を示す段階に来ていない」と述べた。おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長は「教育無償化が未来永劫（えいごう）続くように憲法改正を訴えていきたい」と語った。
自民・茂木氏「民共も６１議席が目標と言ってほしい」
朝日新聞デジタル2016年6月12日18時01分
■茂木敏充・自民党選対委員長
　（参院選の目標議席について）元々与党で過半数と言ってきた。これだと（改選で）４６議席。ただ、今回は安倍晋三首相が「国民の信を問う選挙だ」と。この観点から改選議席１２１の過半数、６１という高い目標を掲げた。（民進党と共産党が協力して）民共で戦うのだから、民共も（目標議席を）６１と言っていただけたら、どちらが勝ったか、はっきりする。
　（民進党は）「安倍政権をとめる」というが、それなら、それに必要な議席目標がある。６１だ。そうでないと（過半数を確保できないと）、とまらないじゃないですか。（ＮＨＫの番組で）
「今回と３年後で自公を過半数割れに」民進・玄葉氏
朝日新聞デジタル2016年6月12日18時00分
■玄葉光一郎・民進党選対委員長
　（参院選の勝敗ラインについて）岡田代表が口にしていないので私が申し上げるわけにはいかないが、旧民主党の前回（３年前）は負けすぎた。残念ながら一気に過半数という現状にないから、そこは現実的に考えて、今回と次回３年後を合わせれば自公を過半数割れに追い込む踏み台になる議席を取りたい。（ＮＨＫの番組で）
産経新聞2016.6.12 21:00更新 
【２０１６参院選】民進党が自民・茂木敏充選対委員長に「意図的なレッテル貼り」と抗議文　ＮＨＫ番組での発言めぐり
　民進党は１２日、同党の経済政策に関する自民党の茂木敏充選対委員長の発言が「事実に反した意図的なレッテル貼り」だとして、辻元清美役員室長名の抗議文を茂木氏に送った。
　茂木氏は１２日のＮＨＫ番組で、旧民主党政権の「子ども手当」について「財源がなくてできなかった」と指摘し、「民進党の岡田克也代表は『分配を大切にする』という話をしているが、経済のパイが大きくならないのに分配をするのでは、同じ失敗を繰り返すのではないか」と述べた。
　これに対し、民進党は抗議文で「岡田代表は、成長すなわち経済のパイを大きくすることの重要性を指摘したうえで、公正な再分配と両立させる経済政策への転換を訴えている」と反論し、同様の発言を繰り返さないことを求めた。
産経新聞2016.6.12 16:43更新 
【２０１６参院選】民進、共産両党、共闘批判に防戦　「共闘は政治の智恵だ」と民進党の玄葉光一郎氏、「的外れだ」と共産党の小池晃氏

民進党の玄葉光一郎選対委員長 
　７月の参院選が目前に迫る中、与野党の選挙対策責任者が１２日のＮＨＫ番組で討論した。安全保障政策などで隔たりのある民進党と共産党が全国３２の改選１人区で野党統一候補を擁立した矛盾点を突く与党側に対し、民進、共産両党は「的外れだ」などと防戦に追われた。
　「野党４党が共通政策で一致しているのは安保関連法に反対するというだけだ。原発の問題は曖昧で、考え方の一致しない政党が選挙のためだけに組むのは『選挙目当て』と受け取られても仕方ない」
　自民党の茂木敏充選対委員長は野党共闘に疑問を呈した。
　これに対し、民進党の玄葉光一郎選対委員長は「（共産党などと）政権をともにするわけではないので、（政策が）全く一緒でなくてもいい。巨大与党に対抗する政治の技術、政治の智恵だ」と反論した。
　その上で「民進党としては安保法廃止は野党４党で一致しているが、防衛力はむしろ強化した方がいい。われわれは周辺事態を強化する法案を用意しているから、そこからは違う」と他の野党と一線を画した。
　一方、共産党の小池晃書記局長は「さまざまな政策の違いを脇に置いても、立憲主義を取り戻すためには違いを超えて一致団結しなければならない。共通政策も広がってきている」と共闘の意義を強調した。
　おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長が「選挙のための野合は国民に対する裏切り行為だ。（野党４党が）バラバラの政策を持ち寄って、“ばら寿司”のような選挙協力だ」と畳みかけても、小池氏は「市民が求める共闘が野合のはずがない」と応戦した。
　だが、小池氏が「われわれは国民連合政府を提案している。これから真剣に検討していただきたい」と民進党に水を向けると、玄葉氏は「相容れない」と即座に拒絶した。慌てた小池氏は「これから検討していこうと言っている」と深入りを避けた。
　参院選の勝敗ラインについても、玄葉氏が「残念ながら今回の参院選で一気に（野党で）過半数（を獲得する）という現状ではない」と分析。その上で「３年後（の参院選）で自公過半数割れを起こすことのできる踏み台になるような議席を取りたい」と述べるにとどめたのに対し、小池氏は「野党が協力して自民、公明と補完勢力を少数に追い込む。これが野党の共通の目標だ」と述べ、スタンスの違いが浮き彫りになった。
参院選の争点 アベノミクス前進か修正か 与野党が議論
NHK6月12日 12時02分
ＮＨＫの番組「日曜討論」で参議院選挙の争点について、自民党が安倍政権の経済政策・アベノミクスは「道半ばだ」としてこれを前進させるかどうかが問われると主張したのに対し、民進党は「強い者をより強くする政策だ」としてアベノミクスの軌道修正を訴えていくという考えを示しました。
自民党の茂木選挙対策委員長は「安倍総理大臣は、国民の信を問う選挙だと言っており、今まで以上に重みを持つ選挙になる。この３年半、アベノミクスで日本経済の再生に全力で取り組み、間違いなく、日本経済は改善の兆しを見せているが、消費の弱含みや地方創生などの課題もある。アベノミクスは道半ばであり、この道をさらに力強く前に進めるのか、それとも民主党政権時代の混乱の時代に時計の針を戻すのか。前進か後退かが問われる選挙だ」と述べました。
　公明党の斉藤選挙対策委員長は「今、道半ばの、アベノミクスを続けさせて頂くことができるのかどうかがいちばんの争点だ。自由と民主主義を基調とする保守中道路線を選ぶのか、社会主義、共産主義革命を目指す勢力が政治の中心になるのか、日本の進路を問う選挙とも言える」と述べました。
　民進党の玄葉選挙対策委員長は「今回の選挙は日本の分かれ道だ。強いものをより強くという経済政策がアベノミクスだが、私たちは普通の人から豊かになり、多くの人をおいてきぼりにしない経済政策に軌道修正すべきだ。また、海外で自由に武力行使をする国になるのか、あくまで抑制的であり続けるのかも大きな争点だ」と述べました。
　共産党の小池書記局長は「憲法に基づく政治を取り戻すのかどうかが問われる。『戦争法』を廃止し、立憲主義、平和主義、民主主義を取り戻すのか。解釈改憲の上に明文改憲を積み重ねて戦争ができる国に突き進むのか。安倍政権の強権政治全体が問われる」と述べました。
　おおさか維新の会の馬場幹事長は「『古い政治を壊す。新しい政治を創る』がスローガンだ。幼稚園、保育園から大学院まですべての教育を無償化するため憲法２６条を改正しどの政党が政権を取っても未来永ごう続くよう、憲法改正を訴えていきたい」と述べました。　
社民党の又市幹事長は「アベノミクスで広がった格差と貧困の是正が極めて大きい問題で、下からの消費拡大による景気回復への転換を迫りたい。また、『戦争法』の廃止と、安倍政権による憲法改悪を阻止することを訴えていきたい」と述べました。
　生活の党の玉城幹事長は「安倍政権は、憲法の理念をじゅうりんしている政権であると言わざるをえない。憲法軽視の姿勢で本当によいのかということを、若い人たちに問いかけていくのが今回の選挙の大きな問題であり論点だ」と述べました。
　日本のこころを大切にする党の中山代表は「日本の人々が培ってきた伝統や習慣を中心にして、あたたかな社会を作っていくことを訴えたい。国際的にも平和を維持して、独立国家としてしっかりとした国を作っていく」と述べました。
　新党改革の荒井代表は「脱原発をするただ一つの保守政党であり、脱原発をするかどうかで社会が変わる」と述べました。
産経新聞2016.6.12 18:05更新 
高村氏「民進党は空想的平和主義」交詢社オープンフォーラムで批判

第８回交詢社オープンフォーラム「東アジアの安全保障と日本」で講演する自民党の高村正彦副総裁　＝１２日午後、東京都千代田区大手町（福島範和撮影） 
　第８回「交詢社オープンフォーラム」（産経新聞社後援）が１２日、「東アジアの安全保障と日本」をテーマに東京都千代田区の大手町サンケイプラザで開かれ、自民党の高村正彦副総裁の基調講演とジャーナリストの櫻井よしこ氏らによるパネルディスカッションが行われた。
　高村氏は、集団的自衛権行使を限定的に可能にする安全保障関連法に関連し、民進党が共産党などと同法の廃止法案を共同提出したことについて「現実的平和主義の政党から空想的平和主義になった」と批判。
　米国で、日米安全保障条約の片務性を批判する「安保ただ乗り論」が根強いことに触れて「日本を守るために動く米艦を厳格な要件で守れるようにしたのに、共産党と組んで、それすら廃止するなどとんでもない」と述べた。
　さらに高村氏は、民進党の岡田克也代表が「自衛隊は合憲との考えが定着している」として、憲法９条を改正する必要がないと強調したことについて「共産党の志位和夫委員長は『自衛隊は憲法違反』と述べている。ここまで基本的な考え方が違うのに、選挙のために組むのはやり過ぎでないか」と指摘し、参院選（２２日公示）の改選１人区で進める野党共闘を批判した。
　パネルディスカッションには、杏林大名誉教授の田久保忠衛氏とキヤノングローバル戦略研究所研究主幹の宮家邦彦氏、元米国務省日本部長でＮＭＶコンサルティング上級顧問のケビン・メア氏もパネリストとして参加した。田久保氏は、憲法９条を改正して自衛隊を国軍として認め、「日本が一人前の外交プレーヤーとして、自分の国の運命を自分で決められる国に早く脱皮すべきだ」と述べた。
　交詢社は明治１３（１８８０）年に福沢諭吉が創設した日本最古の社交機関。
産経新聞2016.6.12 12:45更新 
【２０１６参院選】自民・茂木敏充選対委員長、憲法改正で民進を「幼稚園生」と批判　野党に対案求める
　自民党の茂木敏充選対委員長は１２日のＮＨＫ番組で、参院選の争点の一つに掲げる憲法改正をめぐり、与野党で議論する姿勢を示すにとどめ、具体的な改正項目には言及しなかった。
　野党に対案を出すよう求めた上で「未来永劫（えいごう）、このままの憲法でいいと思っている方は少ないと思う。どこの部分を変える必要があるか。この選挙でも、選挙が終わっての国会でも与野党で議論していきたい」と述べた。
　また安倍晋三政権の下では改正議論に応じないとしている民進党の岡田克也代表を念頭に「人の好き嫌いで決める問題ではない。幼稚園生のようなことは、やるのは嫌だ」と皮肉を述べた。
　一方、自民党と連立政権を組む公明党は参院選での争点化を否定し、与党内で認識の違いを見せた。斉藤鉄夫選対委員長は「衆参の憲法審査会で議論が全くされていない。国会で案を示す段階には来ていない」と強調した。
　民進党の玄葉光一郎選対委員長は憲法改正について「重要な争点だ」として、集団的自衛権を全面的に認めることに反対した。
産経新聞2016.6.13 01:00更新 
【内藤慎二の野党ウオッチ】民進党は共産党や社民党の爪の垢を煎じて飲んだ方がよいのではないか　改憲草案示さず「対案路線」って何じゃそれ？

市民連合の政策要望の記者会見に臨む民進党の岡田克也代表（左）＝６月７日、東京・永田町の参院議員会館（斎藤良雄撮影） 
　「民進党の考えを法案で示すことにこだわって頑張ってきたつもりだ。『対案を出せ』とあれだけ胸を張った安倍晋三政権だが、対案から逃げて、逃げて、逃げまくった。安全保障と社会保障という二大テーマで対案を示したにもかかわらず、逃げる」
　民進党の山尾志桜里政調会長は６月１日の記者会見で、この日に閉会した通常国会をそう振り返った。政府・与党サイドからは「昨年成立した安全保障関連法の対案を今更出されても…」と苦笑が漏れてきそうだが、山尾氏は建設的な意見が無視されたと主張。「対案なき批判は無責任」との批判を避けるためか、参院選に向けて「対案路線」をアピールしているようにも感じた。
　それでも民進党が対案作りから「逃げて、逃げて、逃げまくっている」テーマは存在する。政党の国家観を示す憲法改正のあり方に関しては、前身の民主党時代と変わらず具体的な改憲草案をまとめるには至っていない。憲法改正がこの参院選の大きな争点に位置付けられているにもかかわらず、だ。
　自民党はすでに網羅的な改憲草案を公表している。だが、護憲派と改憲派が同居する野党第一党にとっては、党の対立・分裂を招きかない“危険領域”にどうしても踏み込めないでいるのだ。
　踏み込めないどころか、後ずさりしているのが現実だ。岡田克也代表は４月の記者会見で、民主党時代の平成１７年にまとめた「憲法提言」について「（民進党は）引き継いでいない」と明言。同時に「憲法の全体像を示すのは自民党に引きずられた考え方だ」と語り、網羅的な草案作りにも否定的な見方を示した。
　対案はゼロだが、批判は口にする。
　東京・有楽町で行った６月２日の街頭演説で、山尾氏は「首相と憲法の議論をしてびっくりした。なぜ表現の自由が大事なのか答えられない。私は憲法を知らない首相が憲法に手をつける不幸を参院選で皆さんと一緒に止めたい」と訴えた。
　民進党が自民党とは異なり、憲法をよく理解していると自負するならば、安倍首相や国民が共感せざるを得ないような改憲案を示せばいいだけの話だ。改憲の発議には「衆参両院で３分の２以上の同意」という高いハードルがあり、民進党の主張を与党に飲ませることは十分可能だ。しかし、悲しいかな、“お家事情”から改憲案に踏み込まないし、踏み込めない。
　そんな民進党と対照的な動きを見せたのが同じ野党のおおさか維新の会だ。「教育無償化」など具体的な憲法改正案を取りまとめた上で、参院選の公約にも盛り込んだ。下地幹郎国会議員団政調会長は改憲案を示さない民進党について「国づくりの考えを持っていないことを自ら言い切っているのと同じだ」と指摘する。
　下地氏は、民進党が与党との対立軸を打ち出すために、あえて“護憲化”しているとも分析。その上で「一度は政権を担った政党が憲法論議に政局を持ち込んではいけない。このような姿勢が国民から『民進党に期待感が持てない』といわれる理由だ」と強調した。「分裂を恐れずに党内で憲法を議論し、責任政党の胆力を育むべきだ」と尻をたたいているように聞こえる。
　「もう一回皆様方のために心の底から仕事がしたいと思っている私たちに託していただけるのか、改めて訴えさせていただく。皆さんとともに進む民進党。もう裏切ることはない」
　民進党の蓮舫代表代行は２日の街頭演説で、山尾氏に先駆けてこう訴えた。しかし、胆力なき政党に安定政権は望めそうもない。自民党と同じく、落ちるところまで落ちた野党時代に改憲草案作りなどの難題にあえて挑み、地道に胆力を磨くしか道はない。
　見方によっては「今の憲法を一字一句変えたくない」という護憲政党の主張も立派な対案だろう。民進党は共産党や社民党の爪の垢を煎じて飲み、少なくとも有権者に選択肢を示してほしい。
「民進党は共産党にすべて握られ、気の毒」自民・二階氏
朝日新聞デジタル2016年6月12日16時42分
■二階俊博・自民党総務会長
　（民進党にとっては）気の毒なことですが、共産党にすべてを握られてしまったではないですか。本当に残念なことだと思います。共産党に右向け右、左向け左と言われたら、その方向に連立を組んでいるんですから、動いていかなくちゃいけない。これは本当にお気の毒というより、言いようがありません。我々はこういう党に日本の政治を任せてはならない。共産党に日本の政治を任せていいかどうか、この分かれ目がこの参院の選挙にあるとすれば、極めて重大な選挙です。（１２日、新潟市での党会合で）
安倍政権は「上から目線」＝弱者支援の予算配分を－民進・菊田真紀子氏インタビュー


インタビューに答える民進党の菊田真紀子衆院議員＝７日、東京都千代田区
　７月の参院選を前に民進党の菊田真紀子衆院議員（４６）は時事通信のインタビューに応じ、女性・若者政策は弱者の立場に立った予算配分を優先すべきで、安倍政権が掲げる政策は「上から目線だ」と批判した。主なやりとりは次の通り。
　－女性の政治参加の意義は。
　世界経済フォーラム（ＷＥＦ）の男女平等指数（２０１５年）の総合点では、日本は１４５カ国中１０１位。世界的に見ると、日本は女性が最も輝いていない国の一つだ。中でも、女性議員が少ない。政治分野が足を引っ張り、大変不名誉な地位にある。
　女性はとりわけ生活者の視点、格差や貧困などマイノリティーの立場の視点を持っている。そうした声を政治に反映させるため、女性議員がもっと政治の世界に進出していかないといけない。
　－政界進出の動機は。
　国際交流ボランティアの経験を通して、行政など公の場に出ないとなかなか声が届かないと感じ、新潟県加茂市議会選挙に出た。「女のくせに何だ」「女のくせに生意気だ」と言われ、まだまだマイノリティー、異質な存在だと痛感したこともある。
　－その当時と現在で、女性議員に対する周辺の変化はあるか。
　まだ女性議員が珍しがられたり、特別視されたり、あるいはかわいがられたりすることが多い。民進党の中でも幹部に女性がどんどん入り、女性が活躍し、女性の立場で政治をしている党だとアピールすべきだ。
　女性の側ももっと努力し、党をまとめていくマネジメント力を付け、大きな責任をしっかり担う幹部としての人材育成の努力を絶えずやっていく必要がある。
　－女性議員を増やすために必要なことは。
　私が一期生の時は、「特別なげたを履かせてもらう必要はない。自分の努力で選挙を戦いたいし、女性だからという理由で優遇されて当選したと言われたくない。そのことが自分にとって引け目になるし、男性議員と互角にやっていることにならない」と言っていた。
　国会議員になって１３年たち、現状を見た時に、歩みがあまりにも遅いと痛感している。やはりクオータ制を導入し、積極的に男女同数を目指すべきだ。
　－安倍政権が掲げる女性・若者政策をどう思うか。
　「１億総活躍社会」「女性が輝く社会」とスローガンは勇ましくてきれいだが、上から目線で、一定の地位にあり、一定の収入もあり、ここから先さらに上に上がっていける人を応援しようというスローガン、政策のような感じがしてならない。
　そうではなく、本当に困っている、弱い立場の人の生活支援や自立支援にこそ予算配分を優先すべきだし、公共事業予算の半分でも女性・若者のために使っていける政治を実現したい。
　－民進党が掲げる主な政策は。
　「保育園落ちた日本死ね！」の匿名ブログで待機児童問題が社会の注目を集めたが、単に保育園が足りないだけでなく、保育士が圧倒的に足りないことが明らかになった。子供の命を預かる大変重い責任ある仕事をしていながら、給与が他の職業の平均賃金と比べて１１万円も低い。私たちは保育士給与を月額５万円引き上げる法律を先の国会に提出した。早急に保育士の処遇改善をし、資格を持っているが働いていないという方が多いので、そういう方々の復職を促し、社会全体で子育て支援をしていく環境を整えたい。
　－１８歳選挙権が始まるが若者に対しては。
　１８歳になっていきなり政治に関心を持とうとしても、なかなか現実的には難しい。いかにして子供の頃から政治を身近に感じていただけるか。政治家がもっと分かりやすく、目に見える政策を届けていくことが必要だ。
　民進党は被選挙権年齢も引き下げようという法案を出した。２０歳になったら衆院選に出られる、あなたも政治をやれる、政治家になっていろんな願いを実現していけるという一つのアピールになると思う。政治を身近に感じられるための努力をやっていきたい。
　◇菊田真紀子氏略歴
　菊田　真紀子氏（きくた・まきこ）加茂高卒。市議、外務政務官、党財務局長。衆院比例北陸信越、当選５回。（2016/06/12-11:01）
参院選まで1カ月　基地問題　最大の争点に
沖縄タイムス2016年6月10日 06:00 




（左）伊波洋一氏　（右）島尻安伊子氏
　参院選は７月１０日の投開票まであと１カ月になった。沖縄選挙区では現職で沖縄担当相を務める自民公認の島尻安伊子氏（５１）、新人で元宜野湾市長の伊波洋一氏（６４）がそれぞれ立候補を予定。公示は２２日。５日に投開票された県議選でもセット戦術を展開するなど、すでに前哨戦が始まっている。 
　米軍普天間飛行場の返還に伴う名護市辺野古への新基地建設の是非を最大の争点に、後を絶たない米軍関係者の事件・事故に対する根本的な解決手法、子どもの貧困対策の具体策などで論戦が繰り広げられる。 
　全国的には、憲法改正に関する論議で与野党が激しく対立、安倍晋三首相が延期を決めた消費税増税の判断や増税そのものの是非、アベノミクスによる安倍政権の経済政策の評価などが問われる。 
　県政野党の自民が現職閣僚で県連会長の島尻氏を再選させ県内政局での存在感を保てるか、翁長雄志知事や県政与党ら「オール沖縄」が県議選で躍進した勢いで伊波氏の当選を勝ち取れるかが注目される。 
　新人で幸福実現党県本部副代表の金城竜郎氏（５２）も立候補を表明している。
産経新聞2016.6.11 07:48更新 
【参院選・長野】改選減の波紋　統一感なき野党　「富士登山」方式で議席死守目指す　与党は「民共」急所突き自公共闘強化

決起大会で気勢をあげる民進党新人の杉尾秀哉氏（右から２人目）と引退する北沢俊美参院議員（同３人目）ら＝３日、長野市（岡田浩明撮影） 
　宮城、新潟などと並び改選数が２から１に減った長野選挙区は、これまで与野党が議席を分け合ってきた「指定席」から、１つの「自由席」を奪い合う激戦区に様変わりした。
　３日夕、ＪＲ長野駅前のホテル。収容人数７００人のホールに、仕事帰りのサラリーマンらが続々と吸い込まれていく。元ＴＢＳキャスターとして知名度の高い民進党新人、杉尾秀哉氏（５８）の決起大会だ。兵庫県出身の「落下傘」候補だが、引退する同党重鎮の北沢俊美元防衛相が後継候補として選んだ。
　「政治生活４０年。私が進めてきた政治を杉尾さんが引き継いでくれる。立派な政治家に育ててほしい」。北沢氏はこう呼びかけ、４期にわたり死守してきた議席の維持を訴えた。
　ただ、会場には共闘するはずの共産、社民両党の姿はなく、「野党統一候補」という表現は誰も触れなかった。民進党衆院長野１区支部と連合長野による合同の集会とはいえ、“共闘隠し”にも映る実態について、連合長野の中山千弘会長は富士登山に例えて解説する。
　「富士山の頂上は政権交代。今回の参院選は５合目で、そこまで登るのに『一緒についてこい』ではなく、いろいろな人がいろいろなやり方で自由に登る。これが摩擦を生まない最良の方法だ」
　背景には、連合と共産党系労組が歴史的経緯から対立関係にあり、「一緒にやることはあり得ない」（連合の神津里季生会長）との事情がある。民主（現民進）、共産、社民の３党が３月に長野市内で開いた安全保障関連法廃止などを掲げた政策協定を杉尾氏と結ぶ会合にも連合は欠席。参加者から「なぜ連合が来ていないんだ」との批判が飛んだが、連合は一線を画し続けている。
　共産党も杉尾氏を独自に支援し、「５合目」を目指す。５月２２日には「大演説会」と銘打った松本市内での集会に杉尾氏を招いた。杉尾氏が「野党共闘が最大の武器になる。一議席でも多く獲得して政権交代につなげたい」と訴えると、歓声が起きた。共産党の市田忠義副委員長も「力強い演説にほれぼれした。死力を尽くして支える」と応じ、民共蜜月を演出した。
　だが、政策の隔たりが残る野党共闘は自民党現職の若林健太氏（５２）にとって格好の攻撃材料だ。
　若林氏は「政策なき選挙のための連合が野党連合の実態だ。反対一辺倒の野党連合に席を譲るわけにいかない」と訴える。政府の消費税率１０％への引き上げ再延期をめぐり、増税自体に反対する共産党と、延期を主張する民進党の不一致といった急所を突く作戦だ。
　組織固めを急ぐ自民党長野県連は、選挙区と比例代表合わせて全国で１３人全員の完勝に執念を燃やす公明党県本部の呼びかけに応じ、長野限定の両党による異例の共闘強化にも踏み出した。「空中戦」では有利な杉尾氏に対する強い危機感の裏返しだ。
　選挙区は若林氏、比例は公明党県本部の重点候補の現職、長沢広明氏（５７）への投票を呼びかけるため、県内５カ所で合同総決起大会を開催。これまでの長野での自公選挙協力は不十分と映る公明党の支持母体、創価学会は「新たな試みだ。本気でやってもらわないと困る」（幹部）と自民党側にクギを刺す。
　とはいえ、自民党県連の職域支部はそれぞれの比例代表候補を擁立している。「『比例は公明』なんてとんでもない」という不満がくすぶるが、比例票と引き換えにした選挙区での公明票の上積みは、背に腹は代えられない選択だった。若林氏も「新たな試みをしなければ勝利への道がひらけない」と悲壮感が漂う。
　日本百名山の常念岳など標高３千メートル前後が連なる北アルプスに雪が残る信濃路。「長野は大丈夫なのか？」と心配する安倍晋三首相は１２日に応援に駆けつける予定だ。だが、「反権力志向」の強い政治風土だけに、若林氏陣営は堅調な内閣支持率を追い風にしきれていない。
　「相手の背中をとらえ、追い抜いてみせる」
　ふもとの安曇野市で開かれた５月２８日の自民党県連決起大会で若林氏は「猛追」を宣言し、自らを鼓舞した。（岡田浩明）
◇
　▽長野　１減（３人）
　若林　健太　５２　農水委員長　　自（細）現　【公】
　杉尾　秀哉　５８　元キャスター　民　新　　　【共】【社】
　及川　幸久　５５　元金融会社員　幸　新
産経新聞2016.6.11 07:24更新 
【参院選・大分】斜陽の社民　党首落選の危機／猜疑心の野党共闘／「民進には裏切られてばかり」


　参院選で社民党は、存亡を賭けた戦いに挑む。かつて「社会党王国」と呼ばれた大分県の社民党は今回、選挙区は民進党現職を支援し、比例は同県出身の吉田忠智党首の再選を至上命題とする。だが、社民、民進両党の、ぎくしゃくした歴史を背景に、がっちり握手とはいきそうにない。（中村雅和）
　「多少ぎこちないかもしれないですが、ともに頑張りましょう！」
　３月２６日、大分市内で開かれた社民党大分県連大会で、内田淳一県連代表がこう呼び掛けた。視線の先にいたのは、翌日に民進党「旗揚げ」を控えた民主党大分県連の小嶋秀行幹事長と、共産党県委員会の林田澄孝委員長だ。
　当時、中央政界で野党協力の話が進み、大分県でも民主、社民、共産が候補一本化を模索していた。
　内田氏からのラブコールに、笑顔で応じた林田氏と対照的に、小嶋氏の表情は硬かった。民進党県連幹部は「共産党アレルギーに加え、社民党さんとの微妙な関係がある」と解説した。
　×　×　×
　大分県の社民党は、全国的に党勢が衰退する中でも、一定の勢力を維持した。
　だが、平成１０年の参院選において、大分選挙区に民主、社民両党がそれぞれ候補を擁立した結果、共倒れとなった。以降、連合大分が仲介し、両党が国政選挙で候補を統一し、互いに支援する「大分方式」を採用した。
　参院選でみると、１３年と１６年に「大分方式」が成立し、１６年は民主党の足立信也氏が当選した。
　だが、１９年の参院選で民主党が擁立を強行し、再び共倒れに。以後、候補者の競合こそ避けたが、「緩やかな支援」や「自主協力」という、ぎくしゃくした関係が続く。
　今回の参院選大分選挙区では、民進党現職の足立氏に対し、共産、社民両党が支援を決めたが、こうした歴史が影を落とす。
　さらに、昨年４月の知事選で、民進党や社民党の対応は割れた。
　現職の広瀬勝貞氏に対し、社民党県連顧問で元首相の村山富市氏が支持を表明した。一方、元民主党衆院議員の釘宮磐氏には、自治労傘下の大分市職労などが支援に回った。
　結局、広瀬氏が当選したが、両党支持者の傷は癒えていない。
×　×　×
　社民党には別の事情もある。同県を地盤とする吉田氏が、現職の党首でありながら、落選の危機にあるのだ。
　同党大分県連副幹事長の安部逸郎氏は「自民党を減らすことは大事だが、（民進の）『選挙をやらせてください』という状況ではない。とにかく地方組織として、党首の再選に全力を尽くす」と強調した。
　吉田氏は、大分県職労執行委員長を経て、県議３期を務めた。２２年の参院選比例代表で初当選した。今回、再選を期す。
　同じ改選組には福島瑞穂副党首という“ライバル”が存在する。２２年の選挙では、吉田氏の個人名得票数は約１３万で、福島氏の（約３８万票）の３分の１ほどだった。
　また、２５年の前回参院選で社民党の比例票は約１２５万票で、獲得議席は１議席だった。
　社民党は今回、吉田、福島両氏の２議席の死守のため、比例で２５０万票の目標を掲げる。だが、党支持率の低迷が続く中、吉田氏は窮地にある。
　この危機感からか、吉田氏は５月、党常任幹事会で「民進党との合流も一つの選択肢」と発言し、党内の猛反発を受けた。結局、１週間後に発言撤回に追い込まれた。
　この吉田氏にとって、地元票が、再選を左右する。
　初当選時の吉田氏の約１３万票のうち、大分県で４万６千票をたたき出した。大分を含む九州７県の得票数は約７万１千票だった。
　吉田陣営は、労組票の獲得を目指して、九州各県に専任の担当者を置く。党福岡県連幹部は「大きな産別だと話にならない。単組に対して、粘り強く仕掛けていくしかない」と語った。
　吉田氏、大分の社民党は、野党共闘による比例への「見返り」を期待する。吉田氏も社民党が共闘の「接着剤の役割を果たした」と強調する。
　だが、見通しは暗い。
　民進党大分県連幹事長代行の福崎智幸氏は「地方には地方の事情がある。中央で手を組んだから、地方でも組むという簡単な話ではない」と語った。
　「共闘でわれわれがどれだけ譲っても、結局、民進党に裏切られるばかりだ」
　九州の社民党関係者からは、こんな恨み節も漏れる。野党共闘は、互いに猜疑心（さいぎしん）を抱きながら進む。
◇
大分選挙区（改選１）の立候補予定者
古庄　玄知５８弁護士　　　自　新
足立　信也５９元厚労政務官民　現
上田　敦子４９元銀行員　　幸　新
参院選 投票まで１か月 
NHK北海道06月10日　18時56分 
参議院選挙は、来月１０日の投票日まで１か月となりました。
各党の幹部が応援のため次々と道内を訪れるなど、事実上の選挙戦が熱を帯びてきています。
参議院選挙の北海道選挙区には、これまでに、自民党の現職の長谷川岳氏、自民党の新人の柿木克弘氏、民進党の現職の徳永エリ氏、民進党の新人の鉢呂吉雄氏、共産党の新人の森英士氏、日本のこころを大切にする党の新人の佐藤和夫氏、幸福実現党の新人の森山佳則氏、政治団体の「支持政党なし」の新人の中村治氏、無所属の新人の飯田佳宏氏、無所属の新人の水越寛陽氏のあわせて１０人が立候補を表明しています。
　来月１０日の投票日まで１か月となり、各党の幹部が応援のため次々と道内を訪れるなど事実上の選挙戦が熱を帯びてきています。
　このうち、自民党は茂木選挙対策委員長が９日、候補予定者の選挙対策会議に駆けつけ、組織の引き締めをはかりました。
　一方、民進党の岡田代表は５日に札幌に入り、候補予定者と街頭演説を行いました。
　同じ日には共産党の志位委員長も札幌で街頭演説を行い、候補予定者への支援を訴えました。
　各党とも、定員が１増えて３となった北海道を重要な選挙区の１つと位置づけ、新たな議席獲得を目指してしのぎを削っています。
　北海道選挙区ではこれまで、自民党と民進党が議席を分け合ってきましたが、今回はそれぞれ２議席目を確保したいと、２人の候補者を擁立しました。
　加えて共産党や日本のこころを大切にする党なども候補者を擁立し、激戦が予想されています。
与党側では、自民党は現職の長谷川さんに加えて、元道議会議員で新人の柿木さんを擁立することを決めています。
　２人を擁立するのは、定員が４だった平成４年以来のことですが、２人の候補者が組織票などをどう分け合うかが課題となっています。
　党は知名度が低い新人のてこ入れが必要だとして、国会議員や道議会議員に運動に力を入れるよう促しています。
　また、連立政権を組む公明党は自民党の候補者２人に推薦を出しています。
　どちらをどの程度支援するのかも、選挙戦の行方を占うカギとなりそうです。
　加えて、新党大地も新人候補に推薦を出して支援しています。
　対する野党側では、民進党も現職の徳永さんと、元経済産業大臣の鉢呂さんの２人を擁立しました。
　民進党の前身である民主党はこれまでの選挙でも、２人の候補を擁立していますが、複数の議席を獲得したことはありません。
　民進党の最大の支援団体の連合は現職のみを支援すると決めているため、もう１人の候補の支援態勢をどう築くが課題です。
　両候補とも、組織固めとともに、浮動票の掘り起こしにも力を入れていく方針です。
　さらに、共産党は４月に行われた衆議院北海道５区の補欠選挙では民進党と候補者を一本化しましたが、今回は選挙協力は行わずに、新人の森さんを擁立して選挙戦に臨みます。
　共産党が議席を獲得すると、平成元年以来となります。
　組織を固めるとともに、都市部で無党派層に訴えていく方針です。
３つの議席をめぐって激しい争いが予想される今回の参議院選挙。
今月２２日に公示されます。
共産、舛添氏の不信任案提出へ　自公、集中審議後に判断

共同通信2016/6/12 20:02

[image: image13.jpg]


舛添都知事　東京都の舛添要一知事の政治資金流用問題で、都議会共産党が、知事の不信任決議案提出を正式に決めたことが12日、分かった。14日の議会運営委員会で提出し、15日の本会議で審議される。議会の3分の2近くを占める自民、公明両党は13日午後の集中審議を踏まえ、会派として不信任決議案を提出するかを含め、知事の進退に関する対応を検討する考え。

　自民党の下村総裁特別補佐は12日のフジテレビ番組で、自民が不信任決議案に賛成することもあり得るとの認識を示した。

　共産党の志位委員長は「納得する都民は誰もいない。もうすぐ不信任案を出すことになる」と神戸市で記者団に語った。

参院選でも舛添問題　東京選挙区の焦点に

東京新聞2016年6月12日 朝刊

 

	参院選立候補予定者の演説を聞く人たち＝１１日午後、東京都内で
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　政治資金流用など東京都の舛添要一知事の公私混同問題が、二十二日に公示される参院選の東京選挙区（改選数六）に影響を与えている。十一日、街頭演説に繰り出した野党の立候補予定者らは「政治とカネ」の問題を一斉に取り上げ、攻勢をかけた。一方、知事選で舛添氏を推薦した与党は、マイナスイメージを懸念する。　（松村裕子）

　「みなさん、今一番、政治の話題で関心があるのは知事の問題でしょう」。品川区の駅前で、民進党の現職がこう切り出した。

　「税金が入っている政治資金を、家族旅行とか個人的に使うなんてやっちゃいけない。舛添氏は政治家失格。責任をとってほしい。推薦した自民も公明も不正を許してはいけない」。元検事、裁判官という自身の経歴を紹介し、「税を食いつぶす不正を絶対許さない」と声を張り上げた。

　共産党の新人は、名字に「添」の文字が入る。「舛添さんと名前は似ているが、疑惑まみれの知事とは違い、お金にクリーン」。足立区の駅前でこう自己紹介し、拍手を浴びた。

　くらしとアベノミクス、安保法制に原発、憲法…。国の将来を左右する争点がめじろ押しの国政選挙だが、都知事のスキャンダルを前面に出すことについて、共産都議は「舛添さんの政治とカネの問題は、国政とも密接に結び付いている」と解説。海外出張の高額旅費問題について、「もともと共産党が徹底調査したことに端を発する」と自画自賛した。

　一方、世田谷区の駅前で街頭演説した自民党の現職は、舛添氏の問題には一切触れずじまい。アベノミクスの「成果」や、消費税率引き上げの再延期などを訴えた。

　応援演説した自民都議は「自民党にとって緩やかな逆風が吹いている。警戒しないといけない。知事の問題がマイナス要因になることは間違いない」と、危機感をにじませた。

　有権者も舛添氏の公私混同問題に関心が高い。目黒区の男性（８３）は「舛添さんが自分で頼んだ弁護士の釈明は、なれ合いで腹が立つ。舛添さんを応援した政党は支持できない」。

　目黒区の会社員植草孝男さん（４５）は「舛添さんを応援したのに、私的なつまらないことで騒ぎになって残念。知事の問題と参院選とは区別して考えているが、お金にクリーンじゃないといけないと思う」と話した。
舛添氏の不信任案、答弁次第で賛成も　自民・下村氏 
　自民党の下村博文総裁特別補佐（党東京都連会長代行）は12日のフジテレビ番組で、舛添要一都知事の政治資金流用疑惑などに関し、都議会で不信任決議案が提出された場合、都議会自民党が賛成する可能性を示した。都議会総務委員会が13日に予定する集中審議で「今までと同じような答弁をしたら納得できない。違法でないからよいという話ではない」と述べた。
　一方、下村氏は「４年後の東京五輪・パラリンピックの期間中に都知事選をやるのは好ましくない」との見方を示し、「都議会は不透明だから即不信任ではなく、きちんと追及すべきだ」と不信任案提出を検討する野党会派に慎重な対応を求めた。
　民進党の蓮舫代表代行は同番組で舛添知事について「自らまずはお辞めになるのが一番だと思う」と指摘したうえで、13日の集中審議で「ちゃんと答えないと不信任だ」と強調した。「４年後の五輪（期間中）に選挙ということは全く問題なくて、都知事の倫理が問われている」と述べた。
舛添氏への不信任「自民は否決する証拠ない」　下村氏
朝日新聞デジタル2016年6月12日18時31分
　自民党の下村博文総裁特別補佐は１２日、舛添要一東京都知事をめぐる政治資金問題で、「（都議会で知事への）不信任が出た場合、自民党は否決するほどの状況証拠を持っていない。舛添氏がこれまでと同じような答弁をしたら、納得できない」と述べた。１３日の都議会総務委員会で、舛添氏から納得いく説明がない場合、最大会派の自民が不信任決議案に反対しない可能性を示唆したものだ。フジテレビの番組で語った。
　下村氏は「違法性はないが不適切だというスタンスの中で、これまでと同じ答弁をしていたら、２０日まで続けて集中審議をやろうということにはならない可能性がある」とも語り、閉会後に予定されている２０日の総務委員会前に、不信任決議案が可決される可能性にも言及した。
「国民怒りの声」宝田明氏ら８人を参院比例に擁立
沖縄タイムス2016年6月11日 13:27 




参院選比例代表の候補者を発表し、ポーズをとる「国民怒りの声」代表の小林節慶応大名誉教授（前列中央）ら。右隣は俳優の宝田明氏＝１０日午後、東京都港区
　政治団体「国民怒りの声」代表の小林節慶応大名誉教授（６７）は１０日、東京都内で記者会見し、７月の参院選比例代表に小林氏や俳優宝田明氏（８２）、旧民主党の元参院議員円より子氏（６９）ら８人を擁立すると発表した。円氏以外は新人。政党要件を満たす５人以上の当選を目指す。 
　宝田氏は１９３４年生まれ。幼少期を旧満州で過ごした。「ゴジラ」「ミンボーの女」などの映画に出演。最近は、安倍政権が制定した安全保障関連法に反対する活動も行っていた。 
　立候補の理由に関し、自らの戦争体験を語りながら「日本国憲法は宝だ。世界に冠たる法典と言っても過言ではない。改憲にストップをかける」と強調。「『役者である前に人間たれ』と自問自答してきた。１人の人間として体験したことを若い人に伝えていきたい」と述べた。ゴジラのフィギュアを持ち出し「一生懸命、汗を流して応援してくれると思う」と訴えた。（共同通信）
参院選 　民進、香川で自主投票…野党協力で唯一の共産
毎日新聞2016年6月11日　21時35分（最終更新　6月11日　21時35分）
　参院選の「１人区」（改選数１）で唯一共産党候補予定者に野党が一本化した香川選挙区で、民進党香川県連は１１日、共産新人の田辺健一氏（３４）に対して推薦や支持をせず自主投票とすることを決めた。生活の党が推薦、社民党が支持を表明していたが、連合香川は推薦や支持の見送りを決めていた。同日あった県連幹事会後に県連代表の小川淳也衆院議員が記者会見し、「（民進党内や支持者間で）共産党へのアレルギーが強く、反対意見が根強かった」と説明。ただ、田辺氏への支援は各支部や議員に一任するとした。 
　一方、１６日には高松市内で、民進の安住淳国対委員長を含む４野党幹部が合同で演説会を開く。民進の地元衆院議員らも協力するが、県連は安住氏らの参加について「個人の立場」としている。【伊藤遥】 
民進、香川で自主投票　共産支援に反対根強く 
日経新聞2016/6/11 22:50
　民進党香川県連は11日、高松市で常任幹事会を開き、参院選香川選挙区（改選数１）で、共産党新人田辺健一氏（34）の推薦や支持を見送り、自主投票とすることを決めた。県連代表の小川淳也衆院議員は幹事会後に記者会見し「反対意見が根強く、推薦、支持での意見一致に至らなかった」と述べた。
　参院選で民進、共産、社民、生活の４野党は、32の改選１人区全てで候補を一本化し、田辺氏は唯一の共産党公認候補となる。〔共同〕
女性候補3人が並んで演説　子育てや介護など訴え

共同通信2016/6/11 19:56
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金沢市で街頭演説する、参院選に出馬予定の野党統一候補の女性3人。（右から）新潟選挙区の森裕子氏、石川選挙区の柴田未来氏、富山選挙区の道用悦子氏＝11日午後

　参院選の公示が迫る中、新潟、富山、石川各県から出馬を予定する野党統一候補の女性3人が11日、それぞれの選挙区で一緒に街頭に立ち、女性ならではの視点から政治を変えたいとする考えを有権者にアピールした。

　金沢市では同日午後、約300人の前に並んで登場。富山選挙区の新人道用悦子氏（50）は「子育てしながら非正規雇用で働いてきた。（女性が）生きがいを持てる環境をつくりたい」、石川選挙区の新人柴田未来氏（45）は「子育てや介護をする女性、貧困に苦しむシングルマザーの声を政治に反映させなければいけない」と声を上げた。

１８歳選挙権 ＩＴ各社が若者に投票呼びかける取り組み
NHK6月11日 11時35分
夏の参議院選挙から選挙権年齢が１８歳に引き下げられるのに合わせて、ＩＴ各社は若い人たちに投票を呼びかける取り組みを相次いで始めます。
このうち、ヤフーは専用のサイトを近く開設します。サイトでは投票の際の判断材料にしてもらおうと、消費増税の延期やアベノミクスの評価、それに若い人たちの間で関心が高い、いわゆるブラック企業対策など、およそ２０項目を挙げてスマートフォンなどの画面で解説します。そのうえで、自分に最も近い考えの選択肢を選ぶと、それぞれの項目ごとに考えがどの政党に近いかが表示されるということです。
　また、フェイスブックは新たに選挙権が得られる１８歳と１９歳の利用者を対象に、参議院議員選挙の投票日に「あなたには投票権があります。きょうは投票日です」といったメッセージを通知する取り組みを日本で初めて行います。会社によりますと、こうした取り組みはアメリカやイギリスなど世界の４０を超える国で行っていて、フェイスブックのケイティ・ハーバスグローバル政府渉外ディレクターは「世界的に見ると若い世代は友人が投票しているのをネットで見ると、みずからも投票する傾向がある」と話しています。
　このほか、サイバーエージェントやＬＩＮＥなども取り組みを行う見通しで、若い人たちの利用者が多いＩＴ各社の間で動きが広がっています。
共産党運動員、小学生らに安保法反対署名求める

読売新聞2016年06月11日 18時05分

　東京都足立区で昨年６月、路上で署名活動をしていた共産党の運動員が、帰宅途中の小学生らに対し、当時審議中だった安全保障関連法案への反対署名を求めていたことがわかった。

　共産党足立地区委員会は「行き過ぎた行為だった」としている。

　同区教委によると、運動員は昨年６月下旬、地元の商店街で署名活動中、学童保育を終え帰宅途中だった主に小学１、２年生の児童約１０人に相次いで声をかけ、一部の児童が署名に応じたという。

　運動員から「戦争になればお父さんやお母さんが死ぬかもしれない」という話をされた児童が、帰宅後に泣いたり怖がったりしたという。保護者から連絡を受けた小学校では、教員を現場へ向かわせ、駆けつけた保護者とともに運動員に抗議した。運動員はその場で謝罪したという。

　同区教委は「署名は一定の知識を持った段階になって判断させるべきだ。怖い思いをした児童もおり、教育的な配慮にも欠けていた」としている。保護者への対応をした共産党の針谷幹夫・同区議は「組織的な行為ではないが、小学生にまで署名を求めたのは行き過ぎだった。運動員と共に保護者にも丁寧に謝罪した」としている。

陸自特殊部隊が視察　米軍ジャングル戦闘訓練　将来は共同使用も？

琉球新報2016年6月10日 12:00 
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米海兵隊のジャングル訓練を視察する陸上自衛隊＝５月１９日、米軍北部訓練場（米軍サイトＤｖｉｄｓより）
　陸上自衛隊の特殊作戦部隊が５月１９日、米軍北部訓練場で米海兵隊のジャングル戦闘訓練を視察していたことが分かった。米軍サイト「Ｄｖｉｄｓ」で視察の様子が動画で紹介され、「将来の共同訓練の可能性」などと見出しが付いている。安全保障関連法が成立し自衛隊の海外派兵がなし崩し的に広がることも懸念される中、専門家からは将来的に沖縄で訓練が増える可能性の指摘も出ている。
　自衛隊はこれまでも県内の米軍基地で「研修」と称して視察してきたが、ジャングル訓練を念頭に北部訓練場で視察していたのが明らかになるのは初めて。
　動画によると陸自の特殊作戦部隊５人が視察した。米軍の現場指導者は「将来はここで日本の軍隊と一緒に基地を使い、最終的に日本の部隊がここに来る可能性に期待する」と述べた。
　米軍の運用に詳しいリムピース編集長の頼和太郎さんは「米軍と一緒にジャングル戦闘をすることを想定していないと視察しないはずだ。集団的自衛権の行使を解禁した安全保障関連法は、さまざまな作戦を米軍と一緒に行う可能性を見通していたのだろう」と述べた。
「県民大会」の再検討要求　公明沖縄、主催団体に

共同通信」2016/6/11 19:17

　米軍属が再逮捕された女性暴行殺害事件に抗議する19日の「県民大会」について、公明党沖縄県本部の金城勉幹事長は11日、共産・社民両党や企業でつくる主催団体「オール沖縄会議」幹部と会談、主催する団体などを再検討するよう求めた。現状では革新色が強いとしている。金城氏が記者団に明らかにした。

　オール沖縄会議は、12日にも対応を協議する。

　オール沖縄会議は、米軍普天間飛行場の名護市辺野古移設に反対している。金城氏は、被害者追悼のために幅広い層が参加できるよう、沖縄の米軍基地に対する政治的な立場の違いを超えて参加できる形式を求めた。

事件に抗議の県民大会、公明不参加　超党派の開催困難に
朝日新聞デジタル上遠野郷2016年6月11日21時13分
　元米海兵隊員で軍属の男が女性を殺害などした容疑で逮捕された事件を受け、沖縄県の翁長雄志知事を支持するグループが準備を進めている抗議の県民大会について、公明党県本部が１１日、参加しないことを同グループ側に伝えたことがわかった。自民党も現在の計画では参加できないとの立場を示しており、１９日の大会は超党派での開催が難しい情勢になった。
　翁長氏を支持するグループは１１日までに、公明県本部、自民県連などに大会への参加を要請。関係者によると、公明県本部幹部が同グループ幹部に、同グループで主催する現在の計画を白紙化し、県議会全会派による新たな実行委員会をつくらない限り、大会には参加しないと伝えたという。県本部幹部は取材に「保守も革新もなく、怒りと哀悼と基地に対する思いを表す場にするべきだ」と話した。
　自民県連はまだ回答していないが、県連幹部は「一緒に憤りを表明できる場にしてほしいと言ってきたが組織作りや要求項目作りに関わらせてもらえない。現時点では参加できないだろう」と話した。
　県民大会は、翁長知事を支持する政党や労組、企業関係者らのグループが、１９日午後２時に那覇市の奥武（おうの）山（やま）陸上競技場で開くと発表。被害者への追悼のほか、事件への抗議、在沖米海兵隊の全面撤退などを求める決議をする方向で準備を進めている。公明の回答を受け、県議会の与党会派は１２日にも会合を開いて対応を協議する。（上遠野郷）
沖縄女性遺棄の抗議大会、公明党は不参加の意向

読売新聞2016年06月11日 22時09分

　沖縄県うるま市の女性を殺害、遺棄したとして米軍属の男が逮捕された事件を受け、１９日に那覇市で予定されている抗議の県民大会について、公明党県本部は１１日、現状では参加できないとの意向を主催者側に伝えた。

　自民党県連も不参加の方向で調整しており、大会は超党派による開催が困難な状況になっている。

　県民大会を主催するのは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(おなが),翁長)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(たけし),雄志)知事を支える革新政党や団体などでつくる「オール沖縄会議」。大会名を「元海兵隊員による残虐な蛮行を糾弾！被害者を追悼し、沖縄から海兵隊の撤退を求める県民大会」に決めた。

　同会議は、自民、公明両党や、県内全市町村長らに広く参加を呼びかけている。両党は抗議の趣旨には賛同しつつ、主催者が革新色の強い団体で、大会名に「海兵隊撤退」を盛り込んでいることなどに反発していた。

県民大会で「海兵隊撤退」求めることが決まった
沖縄タイムス2016年6月12日 05:00 




遺体遺棄事件後に会見するニコルソン中将（右上）、嘉手納基地ゲート前での抗議集会（右下）、北部訓練場での米海兵隊の訓練（左上）、事件の現場近くに供えられた花束やメッセージ（左下）のコラージュ
　「海兵隊撤退は、『建白書』を逸脱するものではない。知事も乗れる」 
　元米海兵隊員の軍属による女性遺体遺棄事件に抗議する１９日の県民大会について、主催団体の代表らは６日夜、那覇市内の幹事会で方向性を確認した。 
　繰り返される事件、事故に対する県民の怒りをどう表現するか－。 
　議論は動いた。 
　「基地がある故の事件、事故」。元自民県議の仲里利信衆院議員は「全基地撤去だ」と口火を切った。 
　賛同もあったが、まとまったのは「海兵隊撤退」だった。正式名称は「元海兵隊員による残虐な蛮行を糾弾！被害者を追悼し、沖縄から海兵隊の撤退を求める県民大会」と決まった。 
　「オール沖縄」を掲げる翁長雄志知事は普天間飛行場の名護市辺野古移設反対とオスプレイの県内配備撤回を訴えてきた。２０１３年１月に県内４１市町村の代表や県議が安倍晋三首相に手渡した建白書の内容だ。 
　一方、ことし６月に県議会が「海兵隊撤退」を盛り込む抗議決議案を可決した際には「（自分の思いとは）紙一重の差ですから、政治的にどう表していくか、議論をしたい」と慎重に言葉を選んだ。 
　知事の考えと差異があるように見えるが、出席者の１人は「辺野古移設もオスプレイ配備も根源は海兵隊の沖縄駐留。撤退すればすべてが解決するので建白書を逸脱しないと判断した」と強調。「事件、事故がなくならない現状を見ればそこに踏み込むのは当然」と付け加えた。 
　海兵隊は在沖米軍の兵力の６割、面積の７割を占める。さらに１０～２０代の若い隊員が数年のローテーションで配備される。幹事会では「事件、事故を起こすのはいつも海兵隊員」との指摘が上がった。具体的な数値はないが、県民の肌感覚かもしれない。 
　沖縄戦で軍事占領した土地をきっかけに駐留を続ける米軍だが、海兵隊はもともと沖縄に存在したわけではない。 
　戦後に撤退し、朝鮮戦争の後方支援のために岐阜や山梨・静岡に配備された部隊が５０年代に沖縄に移ってきた。ベトナム戦争時にいったん移動したが、再配備され、増強された。 
　在沖海兵隊に関する研究が進み、米国の軍事戦略以外に、日米の財政や政治のバランス、本土の反基地運動などの要因が大きく影響していることが分かってきた。さらに専門家の間で抑止力や地理的優位性といった機能面でも沖縄駐留の必要性に疑問を投げ掛ける意見が相次いでいる。 
　全基地撤去に比べれば、海兵隊撤退は単なるスローガンではなく、「現実的」になりつつある。（特別報道チーム・福元大輔） 
◆　　　　　◆ 
　これ以上の事件、事故を許さないと、１９日の県民大会で「海兵隊撤退」を求めることが決まった。これまでの研究や報道をもとに、在沖海兵隊の歴史や意義、役割などを検証する。
自公に「辞めさせる責任」＝舛添氏問題、民進・共産が批判
　民進党の枝野幸男幹事長は１１日、舛添要一東京都知事の政治資金流用などの問題に関し、「舛添氏を強力に推した自民党や公明党からいまだに反省の声が出ないのが最大の問題だ。まず辞めさせる責任が自公にある」と述べ、２０１４年の都知事選で同氏を支援した自民、公明両党の対応を批判した。京都市内で記者団に語った。
　共産党の志位和夫委員長もさいたま市で記者団に、「舛添氏は真相をきちんと全面的に明らかにした上で職を辞するべきだ」と要求。「自民党の安倍晋三総裁、公明党の山口那津男代表は一緒に宣伝カーに上って舛添氏を応援してきた。そういう対応をしてきた責任は厳しく問われてくる」と強調した。　
　おおさか維新の会の松井一郎代表は東京都内で街頭演説し、「都知事が許してもらえるかどうか、皆さんが判断すればいい。そのためには出直ししかない」と舛添氏の辞任を要求。野党が提出する予定の不信任決議案に触れ、自公の動向を注視する考えも示した。（時事通信2016/06/11-19:29）
しんぶん赤旗2016年6月12日(日)

都民の政治不信は頂点、事実関係明らかにし辞任すべきだ　舛添知事政治資金問題で志位氏が記者団に

　日本共産党の志位和夫委員長は１１日、さいたま市での街頭演説後に記者団に、舛添要一東京都知事の政治資金問題について問われ、「都民の政治不信は頂点に達している。舛添知事は事実関係をきちんと明らかにした上で辞任すべきだ。職にとどまる資格はない」と述べました。

　「自民党の安倍晋三総裁、公明党の山口那津男代表は一緒に宣伝カーに上って舛添氏を応援してきた。舛添知事をつくった責任がある。それも含めて、単に都政の問題だけではなく、国政の責任者がそういう対応をしてきた責任は厳しく問われてくる」と強調しました。

　また、１９日に４野党党首が東京都内で合同の街頭演説を行うことについて「こうした合同での訴えが、野党共闘の機運をさらに発展させ、３２の１人区すべての勝利の流れを作り出し、その流れが複数区や比例区にも波及し、野党全体の勝利へとつなげていきたい」と強調。「４党首の合同街宣がはじまるということはたいへんうれしい。（合同街頭宣伝を）いろんな形でさらに追求したい」と述べました。

共産 志位氏 都知事辞任なければ不信任決議案提出へ
NHK6月12日 19時23分
共産党の志位委員長は、神戸市で記者団に対し、政治資金などを巡る一連の問題に関する東京都の舛添知事の説明に、都民は納得しておらず、辞任すべきだとしたうえで、辞任しないのであれば、今週、不信任決議案を都議会に提出するという見通しを示しました。
この中で、志位委員長は、「舛添知事は、いろいろな説明を行っているが、納得する都民は誰もいない。法律に基づく調査権を持つ百条委員会の設置が必要だ。舛添知事は、しっかりと説明したうえで辞任すべきだ」と述べました。
　そのうえで志位氏は、「党の都議団が、当然、責任ある対応をやることになる。不信任決議案を提起することになる」と述べ、舛添知事が辞任しないのであれば、今週、不信任決議案を都議会に提出するという見通しを示しました。
自民・下村氏 舛添知事の不信任案「ノーと言えないか」
NHK6月12日 13時21分
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東京都の舛添知事の政治資金などを巡る一連の問題で、自民党の下村総裁特別補佐は記者団に対し、１３日の都議会での集中審議では、より踏み込んだ説明が必要だという考えを示しました。そのうえで舛添知事に対する不信任決議案が提出された場合の対応について、「なかなかノーとは言えないのではないか」と述べました。
東京都の舛添知事の政治資金などを巡る一連の問題で、都議会では、１３日と、今月２０日の２回、総務委員会の集中審議が行われ、各会派からの一問一答形式の質疑に、舛添知事が答えることになっています。これに関連して、自民党東京都連の会長代行を務める下村総裁特別補佐は、記者団に対し、「これまでのような『違法性はない』ということではなく、道義的、道徳的に見てどうなのかという視点から答弁する必要がある。さらに踏み込んで、誠心誠意、答えられるかどうかが問われる」と指摘しました。
　そのうえで、下村氏は、舛添知事に対する不信任決議案が提出された場合の対応について、「９割以上の都民が『納得していない』と言っていることに、都議会自民党だけが『納得した』とはとても判断できない。なかなか『ノー』とは言えないのではないか」と述べました。
民進 玄葉氏「説明できなければ身を引くべき」
民進党の玄葉選挙対策委員長は、ＮＨＫの番組「日曜討論」で、東京都の舛添知事の政治資金などを巡る一連の問題に関連して、納得できる説明が果たせない場合舛添知事は辞任すべきだという考えを示しました。
　この中で、玄葉選挙対策委員長は、舛添知事の一連の問題に関連して「説明ができなければ、身を引くべきだ」と述べました。さらに玄葉氏は「自民・公明両党は、舛添知事を応援した経緯があるので、しっかり、身を引かせる責任がある」と指摘しました。
維新 馬場氏「都議会で不信任決議案を提出」
おおさか維新の会の馬場幹事長はＮＨＫの番組「日曜討論」で、東京都の舛添知事の政治資金などを巡る一連の問題に関連して、今週、党として、舛添知事に対する不信任決議案を都議会に提出するという見通しを明らかにしました。
　この中で、おおさか維新の会の馬場幹事長は舛添知事の一連の問題に関連して「われわれは、都議会に議員が１人いるが、今週１５日に、舛添知事に対する不信任決議案を提出することを決定したと報告を受けている」と述べました。そのうえで、馬場氏は、「ほかの政党の皆さんが、これに対して、どういう反応を示すのか。小手先で処理するようなことがあれば、都民のみならず、国民全員の怒りが、その政党に向かうのではないか」と述べました。
